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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 42,87 43,03 +0,16 44,09 -1,06

USD / BRL Spot BRL 2,3819 2,3792 -0,0027 2,3724 +0,0068

USD / JPY Spot JPY 102,11 102,30 +0,19 104,60 -2,30

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 47.738 48.074 +336 50.430 -2.356

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 186,1 185,0 -1,1 189,7 -4,7

Brazil 5yrs Gov. Bond % 13,00 12,93 -0,07 12,78 +0,15

DI Future Jan15（金利先物） % 11,49 11,38 -0,11 10,53 +0,85

3 Months US Dollar Libor % 0,237 0,234 -0,003 0,242 -0,008

CRB Index（国際商品指数） Index 287,2 289,8 +2,6 276,8 +13,0

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー

2014年2月10日

Indicator Unit 2月6日

先週金曜日のドルレアルスポット相場は米雇用統計を受けて上下動ありましたが、結局大きな動きには
繋がらない展開でした。朝方は１月のＩＰＣＡが前月比０．５５％増、前年比５．５９％増とそれぞれ市場予想
の０．６１％増、５．６５％増を下回りましたが、米雇用統計の発表を控えて前日比若干レアル安の２．３９を
挟んだもみ合いとなりました。１月の米雇用統計は非農業部門雇用者数が予想を下回る伸びだったことから
ドル売り優勢となり一時２．３７近辺で取引されましたが、失業率は低下したこともありレアル買いは続かず
再び２．３９台前半へ戻すなど乱高下となりました。午後は週末を控えてポジション調整となり、結局２．３８
近辺で引けています。

１月のＩＰＣＡは市場予想を下回り落ち着いた結果となりましたが、主因は１２月に前月比１．８５％上昇した
運輸関連が０．０３％の低下となったことで、更に細かく見ると航空運賃が１５．８８％下落したことの影響が
大きくなっています。ワールドカップ関連で通常とは違う値動きをしていることが原因かもしれませんが、
いずれにしてもトレンドとは言い難い動きとなっています。また、悪天候要因で目先の食料品価格上昇も
懸念されており、今朝発表された週次サーベイでは今年末のインフレ見通しが６．００％から５．８９％に
下方修正されていますが、インフレ圧力が趨勢的に弱まったと判断するのは早計でしょう。
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